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─ベトナム社会における高齢者対策としての専門教育の示唆1）─
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要旨 : ベトナムでは，1986年「ドイモイ（Doi Moi : 刷新）」政策の採択以降，国民生活
に社会的変化・価値体系の変化をもたらし社会的病理現象を生起させる複合的要因が顕在
化し，ベトナムに根付いていた伝統的村落（ムラ社会）の希薄化，家族主義・機能が変容
し，高齢者の身分的地位・社会的役割が衰退し，高齢者を取り巻く新たな社会問題として
台頭した。
　本研究では，ベトナム社会における高齢者対策としての人材育成・養成の必要性を示唆
することを目的とし，ベトナムと我が国の介護職員の職務意識の構造の比較検討を行った。
分析では，仕事満足度を独立変数とし，組織特性，介護肯定感を従属変数として χ2検定
によって比較した。有意差のあった共通項目は，1. 現職の「動機づけ」では，楽しい。2. 組
織特性の「相談指導体制」では，創意工夫，有益，楽しい。「意見を言える機会」では，
楽しい。3. 介護肯定感の「満足感」では，やりがい，創意工夫，魅力，楽しいであった。
その結果，職務意識は，現職の動機づけの起点，国家体制とは別の次元による組織特性，
専門職意識によって影響を受けていることが明らかになり，ベトナムの社会的，文化的背
景を機軸とした伝統と近代との融合の観点から専門職としての人材育成・養成の必要性が
示唆された。
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I.　序章 : ベトナムの道のり
19世紀末にフランスの植民地となったベトナム社会主義共和国（以下，「ベトナム」と略す。）
は，太平洋戦争直前に日本軍の占領下に置かれた。ホーチミンが指導する革命勢力は，1945年 8
月に日本軍から権力を奪取する「8月革命」を遂行し，同年 9月 2日に独立を宣言した。ベトナ
ムは，1954年のジュネーブ停戦協定において国土は南北に分断され，社会主義体制の北ベトナム，
アメリカの同盟国南ベトナムという，2つの国家が並立した。北ベトナムとそれに支援された南
ベトナム解放民族戦線は，南ベトナム政府軍およびそれを支援する米軍と戦い，1973年 1月の
パリ平和協定で米軍を完全撤退に追い込んだ。1975年 4月 30日，革命勢力は南ベトナムの首都
サイゴンを制圧し，南北統一を果たし長い戦いの日々に終止符を打った。30年間以上に及ぶ革
命と戦争は，経済を荒廃させ，人々の生命を脅かし，平穏な社会生活を奪い去った2）。人々の渇
望は戦争が終結することであり，人々は平和で安心できる豊かな生活を未来に思い描いていた。
そして，終戦によって「貧しさを分かち合う社会主義」は歴史的役割を終え，新たな道が模索さ
れる時期を迎えた。
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一方，ベトナムの国家や生活に対する国民の認識は，戦争を生き抜いた世代と戦後の世代が混
在する現代社会においては複雑な現代史が混淆し，1つの枠組みでベトナム社会を捉えることは
限界があると言える。また，過去のベトナムの歴史を否定的に評価するか，肯定的に評価するか
は，立脚する視点によっても異なるが，過去の歴史を二元論的な視野ではなく，ベトナム社会の
発展を主軸として，現代社会における新たな道への模索の時期として時代の趨勢を視点として措
定する。
II.　豊かさの模索
1986年に「ドイモイ（Doi Moi : 刷新）」政策が採択され，統制計画経済から市場経済への転
換は社会変動の契機となった。ドイモイ政策は，「貧しさを分かち合う社会主義」から「豊かさ
をもたらす社会主義」への政策転換であった。しかし，現実は戦後の混乱と国際関係の変化，模
索されるドイモイ政策が複雑に社会に絡み合い，ドイモイ政策による経済格差の拡大で悪化する
社会生活に対して，戦争を生き抜いた高齢者からは，戦前，戦時中，そして現在の生活について，
「何も変わらない。お金だけではなく，今は家も失った。変わる頃はきっといなくなっているでしょ
う。」と人々の意識の中には，今もなお「豊かさ」は実現することのない夢の期待として潜在化
している。
2001年 2月の第 9回共産党全国大会において，党指導部はドイモイ政策は過渡期の路線であり，
具体的な政策，特に市場経済システムの中には，マルクス・レーニン主義の理論と矛盾する現象
があることを当然のこととして認識している。また，過渡期の中身や，それがいつまで続くか，
具体的な計画は明らかにされていない。ベトナムが目指すべき社会主義社会はどのようなものか，
いつ実現するのかなどについて，党内の合意が形成されておらず，指導者はそれらの問題をあえ
て言及していない3）。確かに，ホーチミンが戦った時代は社会主義が輝いていた時代であり，「民
族解放」が「人類解放」につながり，「誰もが好きな時に働いて好きな時に読書が出来る完璧な
自由の王国としての共産主義社会」を夢見ることが出来た時代でもあった。その理念をベトナム
化する努力もされた。社会主義は「貧しさを分かち合う社会主義」として機能して，「勝つまで
は一緒に耐えよう」というイデオロギーとしてもうまく機能した。
経済発展の陰には，戦争によって配偶者や子供を失った高齢者の存在がある。個々の置かれた
背景は異なり，北部，中部，南部という地域でも違いがある。さらに，南ベトナム政府側であっ
たか，南ベトナム解放民族戦線側であったか，北ベトナム側であったかという政治的な所属によっ
て，現在の待遇も異なる。ベトナムの高齢者は，一人ひとりが自分史を持ちながら現代社会を現
在として生き抜いている4）。一日中，ハンモックに腰掛け揺られて時間を費やしている高齢者の
姿に出会い，与えられた時代の運命の中で生きることの目的と価値を再考させられる。
高齢者の生活を支えているのは，地域社会である。中央政府には，「労働・傷病兵，社会福祉省」
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という官庁があるが，傷病兵や他の社会問題への対応で高齢者に対する支援は不充分な状態にあ
る。市場経済を導入することは，不可避的に社会の中に貧富の差を生むことになった。「貧しさ
を分かち合う社会主義」から一気に，「豊かさを競い合う資本主義」に制度が変更になった。そ
して，この急激な変化は多くの影響を社会に与えることになった5）。ベトナムにおける社会保障
制度は，国家の財政不足のために機能していないのが現実である。
ベトナムには，「国家の法律は村落のなかにはおよばない」という古い諺がある。「社会は国家
より強い」というのは，「国家の統制力には限界があり，社会は外部世界と通じたり自営したり
して独自の世界を持っている」ことを指している。かつて国家権力に対して村落自治体の「自治」
が過度に強調されたが，国家機構と村落との相互依存関係は時間の流れの中で 棲み分けをしな
がら伝統と現代生活とがモザイクのように混在し，相互に影響しあいながら存在している。人間
社会は国や地域の差はあっても，人とのつき合いは地縁・血縁関係を基盤にしている。特に農村
社会では，地縁・血縁関係の紐帯は強い。ベトナム社会で地縁とは，出身地が同じ親兄弟や祖先
を知っているという相互に認識した関係が基本である。通常，血縁は血のつながった家族・親族
を指すが，嫁の家族など義理の関係でも血縁関係に含める場合が多く，日本の家族の範囲より拡
大された概念である6）。
ドイモイ政策は，都市生活，農村生活の基礎的な社会集団である「家族」の家族機能や地域社
会の生活構造にも大きな影響を与えた。その結果，都市部ではさまざまな形態で都市化現象をも
たらし，核家族化が進展し，農村部では，経済成長が鈍化したことで，農村労働者の失業が増加
し，農村部から都市部へ人口移動し，都市問題をさらに悪化させ，家族意識の変容は，同時に高
齢者の扶養問題がベトナム社会に顕在化した。ベトナムの人口動態の推移状況による推計では，
2012年の高齢化率7）は 8.21%で，10年前の 2002年の 7.90%と比較して伸び率は 0.31倍であるが，
10年後の 2022年には 12.12%と伸び率は 3.91倍と高くなっており，今後，高齢化はますます進
展し，高齢者の扶養問題が顕在化することが予測される（表 1）。人口移動と経済発展は表裏一
体の関係にあり，今後も人口移動は避けられない問題と言える。寿命は生物学的要因と文化的要
因の相互作用によって延長し，高齢化は，医療や福祉，栄養などさまざまな技術や資金によって
実現され，明らかに文化的要因が大きいと言われている。敷衍して言えば，そのような文化的効
果が派生させた高齢化が人間の尊厳を脅かすジレンマを引き起こしているとすれば，不可解な社
会だと言える。Phan Dai Doan（1988）8）は，「現在の発展によって深刻な影響を被っている我々
の家族の安定を維持するためには，この価値ある伝統を永続のものとすることが必要である。」
とベトナムの敬老の歴史的意義を論じている。ベトナムは，豊かさを分かち合う社会の創造に向
かい地縁関係に基づく村落（ムラ社会）は，伝統的な敬老思想を永続のものとして，新たな社会
で生まれ変わる時を迎えていると言える。
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III.　伝統と近代化の融合
ベトナムは，1986年の第 6回共産党全国大会でのドイモイ政策の採択以降，政治経済の改革
に乗り出し，統制計画経済政策から市場経済への転換は経済的活況をもたらした。国民は，急速
な「近代化」に戸惑いながら伝統との葛藤の中で生活を営んでいる。輸出経済の形成，西洋型領
域概念の導入，近代的官僚国家の創造などの変化はベトナムに新しい空間を創出した。同時に，
これまでの「伝統的」枠組みは意味を必然的に変容せざるを得なくなり，地域社会の生活に新た
な体験を積み重ね，新たな意識，価値体系を生み出した9）。
伝統と近代の相互の課題は，歴史の流れの中で伝統と近代との同時代的な葛藤という形で捉え
られる。近代化は，伝統を克服すべきもの，時には棄て去るものとして，負の価値しか与えてい
ないことである。これは「近代」がそれを以前の社会と不連続である，断絶している，少なくと
も大きな飛躍が見られるという自負の裏返しでもある。
伝統というのは，「血統や，学問・思想・風習などの系統を伝える，昔から引き継がれてきた
事がら」（『新字源』）という意味がある。また，「ある民族や社会・団体が長い歴史を通じて培い，
伝えてきた信仰・風習・制度・思想・学問・芸術など，特にそれらの中心をなす精神的在り方」（『広
表 1.　ベトナムの人口動態（Population by age and sex） 
単位 : 人
Age
group
2002 2007 2012 2022
男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計
0-4 3,378,332 3,194,981 6,573,313 3,799,473 3,616,803 7,416,276 3,760,997 3,572,596 7,333,593 3,712,450 3,528,635 7,241,085
5-9 4,098,639 3,897,584 7,996,223 3,444,591 3,280,023 6,724,614 3,619,836 3,453,783 7,073,619 3,870,472 3,689,979 7,560,451
10-14 4,733,996 4,485,458 9,219,454 3,997,329 3,803,660 7,800,989 3,490,083 3,330,453 6,820,536 3,771,607 3,602,213 7,373,820
15-19 4,472,213 4,298,309 8,770,522 4,712,810 4,477,519 9,190,329 3,956,433 3,774,371 7,730,804 3,566,520 3,416,255 6,982,775
20-24 3,802,282 3,822,816 7,625,098 4,424,380 4,269,967 8,694,347 4,667,489 4,452,963 9,120,452 3,448,197 3,312,081 6,760,278
25-29 3,298,190 3,360,193 6,658,383 3,752,347 3,791,386 7,543,733 4,371,669 4,240,036 8,611,705 3,885,000 3,738,898 7,623,898
30-34 3,157,538 3,165,750 6,323,288 3,251,430 3,328,575 6,580,005 3,704,210 3,761,040 7,465,250 4,570,887 4,402,305 8,973,192
35-39 2,874,504 2,948,217 5,822,721 3,108,595 3,131,281 6,239,876 3,205,541 3,297,408 6,502,949 4,271,713 4,182,984 8,454,697
40-44 2,510,278 2,679,048 5,189,326 2,821,838 2,907,471 5,729,309 3,056,947 3,093,750 6,150,697 3,606,916 3,697,602 7,304,518
45-49 1,863,376 2,070,053 3,933,429 2,450,669 2,630,091 5,080,760 2,759,945 2,859,730 5,619,675 3,097,851 3,220,146 6,317,997
50-54 1,197,879 1,394,846 2,592,725 1,801,445 2,018,087 3,819,532 2,374,126 2,569,668 4,943,794 2,914,523 2,990,764 5,905,287
55-59 828,966 1,020,680 1,849,646 1,140,865 1,345,322 2,486,187 1,720,382 1,951,542 3,671,924 2,571,920 2,720,890 5,292,810
0-59合計 36,216,193 36,337,935 72,554,128 38,705,772 38,600,185 77,305,957 40,687,658 40,357,340 81,044,998 43,288,056 42,502,752 85,790,808
60-64 724,461 956,193 1,680,654 770,610 965,713 1,736,323 1,064,437 1,278,324 2,342,761 2,135,580 2,383,398 4,518,978
65-69 698,054 911,126 1,609,180 646,039 873,282 1,519,321 690,271 855,926 1,546,197 1,460,507 1,728,860 3,189,367
70-74 581,649 765,526 1,347,175 582,010 784,804 1,366,814 542,576 759,384 1,301,960 808,738 1,035,148 1,843,886
75-79 310,371 505,580 815,951 422,343 582,462 1,004,805 433,415 602,083 1,035,498 468,168 630,979 1,099,147
80＋ 258,625 509,784 768,409 316,447 561,701 878,148 391,429 628,523 1,019,952 458,729 718,841 1,177,570
高齢者合計 2,573,160 3,648,209 6,221,369 2,737,449 3,767,962 6,505,411 3,122,128 4,124,240 7,246,368 5,331,722 6,497,226 11,828,948
高齢化率（%） 6.63 9.12 7.90 6.61 8.89 7.76 7.13 9.27 8.21 10.97 13.26 12.12
総人口 38,789,353 39,986,144 78,775,497 41,443,221 42,368,147 83,811,368 43,809,786 44,481,580 88,291,366 48,619,778 48,999,978 97,619,756
出所 : GENERAL STATISTICAL OFFICE. PROJECT VIE/97/P14, “RESULTS OF POPULATION PRO-
JECTIONS FOR WHOLE COUNTRY, GEOGRAPHIC REGIONS AND 61 PROVINCES/CITIES VIET 
NAM, 1999-2024,” STATISTICAL PUBLISHING HOUSE HA NOI, pp. 55-59, 2001.をもとに筆者作
成（2012）。
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辞苑』第 4版）ともあり，二者間に，連続性と不連続性の違いを捉える解釈も可能である。
伝統は人間にとって，社会にとって不可欠なものである。伝統の存在が現代社会の基盤となっ
ているからである。しかし全ての伝統が継承されているわけではないことも事実である。伝統と
される多くの部分が，エリートの操作による改変，創作であることも事実である。伝統は必ずし
も近代と対立するものではなく，近代が他の伝統に転移された時に伝統はより強固になる可能性
があると言える。近代主義は全ての伝統に覆い被さるものとして近代を普遍化したと同時に，「不
要な」伝統をも普遍的に措定してしまうことによって，社会の発展を否定することも否めないの
である10）。
「近代化」という社会現象が工業化，機械化，都市化，核家族化，個人主義化，民主化，法治化，
組織化，官僚制化など社会変化の集合体として表出し，事象の中には相互に矛盾する要素が構成
される。社会の変化が，都市部のスラム化や機械化，さらには，核家族化は家族機能の変容に結
びつき，官僚制化は社会の硬直化に，工業化は公害や環境破壊に結びついている。近代化はこう
した「負の側面」があるために，近代化を志向しながら生活の向上に至らず，負の側面を経験す
る社会が現れることによって，近代化は社会の発展のすべてを保証するものではないが，近代化
の過程には負の側面を経験し発展していく側面があることはベトナム社会だけの問題ではな 
い11）。鶴見（1976）12）は，「発展」は自動詞で，自ずと変化が起こることを意味すると述べており，
近代化には負の側面は避けられない問題と捉えることができる。
西川（2009）13）は，「もし発展が，個人として，また社会的存在として，解放と自己展開をめ
ざす人間の発展であるとするならば，このような発展が事実上，それぞれの内部から発現するも
のでなければならない。」こうした発展は，近代資本主義世界の発展を担ったような「経済人」
としての人間類型に見られるような一面的な人間，利潤動機によって動かされるような一面的な
社会，それぞれの型の発展を拒否し，自然環境との調和や文化遺産の継承，そして他者・他集団
との交歓を通じて人間と社会の創造性を重視する発展にほかならない。それは，自己の生活様式
や発展方法に関する自律性を前提とする。そのような意味で，内発的発展とは，他者への依存や
従属を峻拒する人間，または人間たちの展開の在り方と言ってよいと論じている。つまり，発展
は社会の在り方を決めるような個々の人間と人間がつくり出す社会，経済，世界秩序との関連に
関わり，単に経済発展の概念を示すものではなく，文化的・社会的な発展概念と関連していると
言える。
内発的発展論は，第 2次大戦後形成された近代化論と経済成長論を車の両輪とする正統派の開
発経済学に対して，「量的な成長」から「質的な発展へ」という開発経済学のパラダイム変化に
先鞭をつけた。1990年代以降，第 1には文化と発展の関係を重視する多系的発展論として，第 2
には世界経済の中心国起源の経済グローバル化，市場経済の流れに対して，地球経済，地域振興
に価値を見出す地域主義の理論として，第 3には，民衆の発展過程への参加，民衆＝人間中心型
発展（human-centered development）を支持する理論として展開している14）。
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発展はいつも物質的な富の創出（経済成長）と結びついてきた。これに対して，人間の発展を
新しい理論的パラダイムとして，「豊かさ」を新次元で追求する場合に，人の暮らしを再構築す
るという視点に立脚すると，地域や社会の動きを社会保障のフレームワークから検討することが
必然的な課題として台頭する。開発とは，個々の国や地域にとって価値のある生活様式の選択の
機会を拡大することを意味する15）。近代化の形成過程において，家族の過渡期諸価値の漸次的変
化の必要性について，後藤（2010）16）は，はドイモイ政策以降の変容過程を好転的に捉え，伝統
からの逸脱や転換ではなく，伝統と近代の融合による新たな発展あるいは可能性と論じ，さらに，
ベトナムは伝統的な村落共同体の基盤を維持しつつ，さらなる発展を遂げるために新たな諸価値
を包括した社会システム，社会モデルを創造する可能性を秘めている岐路に立っていると論考し
ている。
高齢期「長生きすること」を肯定的に捉える社会が存在しないとすれば，人類の発展を目指し
裨益してきた医療・福祉は撞着に陥る。寿命の延長は人生の延長であり，高齢期に安心して生き
られる社会が保障されていることが高齢にとって，人間にとっての重要な命題である。経済発展
とともに高齢者扶養に対する家族の生活保障機能は弱体化していく過程の延長線上において，家
族の生活保障機能を補填する社会保障システムを模索し，構築することが不可欠であり，システ
ムを担う人材育成・養成が必要不可欠な課題であると言える。
IV.　高齢者福祉施設調査
1.　調査の視点と目的
ベトナムの社会背景を踏まえ，社会保障の構成要素として社会福祉の基盤を模索することを主
旨とし，専門職の人材育成・養成の方向性を示唆することを目的として，ベトナム高齢者福祉施
設の介護職員の職務意識と構造について体系的に研究を展開し，ベトナム社会において専門職の
人材育成・養成の必要性を明らかにした。
本研究では，ベトナム高齢者福祉施設での調査と同様の調査内容を我が国の介護職員に実施す
ることによって，ベトナムと我が国の介護職員との職務意識の構造を比較し，専門教育の有無が
職務意識の構造に寄与する要因を検証することによってベトナム社会に即した専門職の人材育
成・養成の方向性を示唆することを目的として行われた。
2.　調査方法
調査は，2012年 8月に高齢者福祉施設 3か所の介護職員 210名を対象とし，無記名自記式の
質問紙調査を実施した。調査対象者には，調査の趣旨と調査協力を依頼し，任意回答であること
を伝えた。調査項目は，基本属性，仕事満足度（東條ら，1985）17），組織特性（矢冨ら，1992）18），
介護肯定感（櫻井，1999）19）。
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3.　調査結果
（1）　調査対象者の概要
1）　回収率
配布 210票中 153票（72.86%）が回収され，このうち必要項目に全て回答があった有効回答
数は 148票（70.48%）であった。
2）　基本属性
① 性別は男性 54名（36.9%），女性 94名（63.1%）であった。② 平均年齢は，33.7±10.2歳。
20歳代 64名（43.2%），30歳代 46名（31.1%），40歳代 25名（16.9%），50歳以上 13名（8.8%）
であった。③ 教育歴は義務教育卒 6名（4.1%），高校卒 42名（28.4%），短大・専門学校卒 59
名（39.9%），大学卒 41名（27.7%）であった。④ 経験年数は 60.2±53.0ヵ月であった。
3）　就職時の意識
就職時の現職の希望は，「殆ど思わなかった」（11.5%），「ある程度思った」（63.5%），「かなり
強く思った」（25.0%）で現職の動機づけの意識はあまり強くないことが伺える。
（2）　組織特性
矢冨ら（1992）の組織特性を使用した。本尺度は，対処資源としての 4つの組織特性について，
それぞれ単項目の尺度で測定した。各項目について 4分法で最も肯定的な選択肢に 4点，最も否
定的な選択肢が 1点になるようにスコア値を付与し平均値を算出し，また各項目の得点について，
「肯定群」と「否定群」の 2群に分けた（平均値を基準）（表 2，3 : 表タイトルの Jpは「日本」，
表 2.　組織特性得点 : Jp.
n=148
mean （SD） 否定群 肯定群
利用者本位の介護方針がとられている 2.86 0.80 31.08% 68.92%
相談や指導を受けられる体制になっている 2.86 0.86 29.73% 70.27%
教育や訓練の機会が十分である 2.73 0.86 37.84% 62.16%
意見を言える機会が十分である 2.61 0.91 44.59% 55.41%
表 3.　組織特性得点 : Vn.
n=77
mean （SD） 否定群 肯定群
利用者本位の介護方針がとられている 3.70 （0.71） 19.48% 80.52%
相談や指導を受けられる体制になっている 3.74 （0.57） 20.78% 79.22%
教育や訓練の機会が十分である 3.57 （0.70） 33.77% 66.23%
意見を言える機会が十分である 3.79 （0.41） 20.78% 79.22%
出典 : 後藤美恵子「ベトナム社会の特質と社会福祉の意義 ─ ベトナム高齢者福祉施設における
介護職員の仕事満足度の構造と要因分析」『東北福祉大学研究紀要』第 36巻，p. 159, 2012.
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Vnは「ベトナム」のデータを意味する。以下，同様）。
（3）　介護肯定感
櫻井（1999）が在宅介護者用に開発した肯定感評価尺度の表現を施設介護に沿うように変更し
たものを使用した。本尺度は 14項目からなり，各項目について 4分法で最も肯定的な選択肢に
4点，最も否定的な選択肢が 1点になるようにスコア値を付与し，因子構造を確認した。因子分
析（主因子法・バリマックス回転）の結果，因子負荷 0.4以上の 12項目が選択され，3因子が抽
出された（累積因子寄与率 48.64%）（表 4，5）。因子負荷量の高い項目を優先し，かつ先行研究
との整合性をとりながら第 I因子から順に「満足感」「生きがい感」「自己成長感」とした。第 I
因子の「満足感」は，利用者との関係や介護役割に対する満足感，第 II因子の「生きがい感」は，
介護の仕事に対する自身の生きがい感，第Ⅲ因子の「自己成長感」は，介護を通しての自己成長
感と解釈した。介護肯定感の 3因子について，それぞれの項目の得点を合計した（図 1，2，3）。
さらに，各因子について項目数で除したものを各因子の得点とし，「肯定群」と「否定群」の 2
群に分けた（平均値を基準）（表 6，7）。
表 4.　介護肯定感 : 因子分析結果 : Jp.
n=148
mean （SD）
回転後因子負荷量
満足感 生きがい感 自己成長感 共通性
#5 介護をすることで利用者と親密になってい
るように感じる。
3.23 （0.67） 0.676 0.210 0.125 0.321
#4 利用者の介護をすることによって、満足感
が得られる。
2.72 （0.78） 0.644 0.229 0.279 0.804
#8 利用者が介護に感謝したり、喜んでいると
感じる。
2.99 （0.69） 0.563 0.024 0.244 0.523
#6 利用者が小さいことに喜ぶのを見てうれし
くなる。
3.55 （0.54） 0.510 0.338 0.110 0.545
#7 利用者を介護していて逆に元気づけられた
り、励まされたりする。
3.39 （0.70） 0.450 0.391 0.177 0.517
#14 介護の苦労があっても前向きに考えていこ
うと思う。
2.95 （0.75） 0.417 0.333 0.311 0.386
#2 利用者といるのが楽しいと感じる。 3.47 （0.65） 0.070 0.891 0.069 0.387
#3 用者の介護をするのが、自分の生きがいに
なっている。
2.97 （0.69） 0.432 0.457 0.357 0.377
#1 利用者の介護を義務感からではなく、望ん
でしている。
2.60 （0.81） 0.321 0.450 0.126 0.369
#12 介護のおかげで人間として成長したと思
う。
3.18 （0.70） 0.148 0.069 0.938 0.322
#9 介護のおかげで難しい状況に対処する力な
ど、自信がついた。
2.83 （0.77） 0.400 0.093 0.448 0.906
#10 利用者の介護をすることで学ぶことがたく
さんある。
3.62 （0.53） 0.244 0.270 0.435 0.381
因子寄与 2.361 1.766 1.710 5.837
因子寄与率（%） 19.675 14.718 14.251 48.644
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第 II因子の「生きがい」の概念について，井上（1993）20）は，「生きがい」という語の「かい
＝かひ」は，「万葉集」や「竹取物語」の中で，「かひ」は「貝」（貴重な宝物）と掛けて「価値」
のあるものとの意味が与えられ，行動の「意味」を示す言葉としている。したがって，生きがい
は，人に生きる価値や意味を与えるものと解釈する。また，生きがいとは，自分が生きていくう
えで価値があり，意味のある対象を意味するだけではなく，その対象が存在することによって，
自分の人生に意味と価値に対する感情を含むものであると概念規定した。
表 5.　介護肯定感 : 因子分析結果 : Vn.
n=77
mean （SD）
回転後因子負荷量
満足感 自己成長感 共通性
#14 介護の苦労があっても前向きに考えていこ
うと思う。
3.62 （0.61） 0.779 0.306 0.562
#5 介護をすることで利用者と親密になってい
るように感じる。
3.83 （0.47） 0.766 0.123 0.391
#2 利用者といるのが楽しい。 3.68 （0.66） 0.722 0.201 0.599
#4 利用者の介護をすることによって満足感が
得られる。
3.32 （0.77） 0.651 0.418 0.603
#13 利用者を最後まで見てあげようと思う。 3.56 （0.73） 0.554 0.038 0.455
#3 利用者の介護をするのが自分の生きがいに
なっている。
3.40 （0.77） 0.552 0.294 0.529
#6 利用者の小さいことに喜ぶのを見て嬉しく
なる。
3.82 （0.58） 0.498 0.455 0.343
#11 介護をすることは自分の老後のためになる
と思う。
3.70 （0.61） 0.009 0.740 0.547
#7 利用者を介護していて逆に元気づけられた
り、励まされたりする。
3.53 （0.60） 0.350 0.637 0.309
#10 利用者の介護をすることで学ぶことがたく
さんある。
3.84 （0.43） 0.195 0.552 0.701
因子寄与 3.161 1.878 5.039
累積寄与率（%） 31.614 18.776 50.389
出典 : 後藤美恵子「ベトナム社会の特質と社会福祉の意義 ─ ベトナム高齢者福祉施設における
介護職員の仕事満足度の構造と要因分析」『東北福祉大学研究紀要』第 36巻，p. 160, 2012.
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東條ら（1985）の次元別仕事満足度の 5次元の構成のうち 1次元『「仕事内容」に対する仕事
満足度』の 7項目を使用した。それぞれ単項目の尺度で測定した。各項目について 4分法で最も
肯定的な選択肢に 4点，最も否定的な選択肢が 1点になるようにスコア値を付与し平均値を算出
し，また各項目の得点について，「高群」と「低群」の 2群に分けた（平均値を基準）（表 8，9）。
1）　仕事満足度と動機づけの比較
各項目の得点によって分けられた 2群について，動機づけの肯定群と否定群に差があるか否か
を χ2検定によって比較した（表 10，11）。
現職の希望の強さにおいては，やりがい（p<.001），満足感（p<.05），魅力（p<.01），楽しい
（p<.001）に有意差が認められた。ベトナムとの共通有意項目は，楽しいであった。
2）　仕事満足度と組織特性の比較
各項目の得点によって分けられた 2群について，組織特性の肯定群と否定群に差があるか否か
を χ2検定によって比較した（表 12，13）。
「利用者本位の介護方針」では，やりがい（p<.05），有益（p<.01）において有意差が認めら
れた。「相談・指導体制」では，やりがい（p<.01），満足感（p<.01），創意工夫（p<.05），有益
（p<.001），楽しい（p<.05）において有意差が認められた。ベトナムとの共通有意項目は，創意
工夫，有益，楽しいであった。「教育・訓練の機会」では，有益（p<.001）において有意差が認
められた。「意見が言える機会」では，有益（p<.05）），楽しい（p<.01）において有意差が認め
られた。ベトナムとの共通有意項目は，楽しいであった。
3）　仕事満足度と介護肯定感の比較
各項目の得点によって分けられた 2群について，介護肯定感の各因子の肯定群と否定群に差が
表 6.　介護肯定感因子得点 : Jp.
n=148
mean （SD） 否定群 肯定群
満足感 18.84 （2.91） 47.97% 52.03%
生きがい感  9.03 （1.71） 55.41% 44.59%
自己成長感  9.64 （1.57） 45.95% 54.05%
表 7.　介護肯定感因子得点 : Vn
n=77
mean （SD） 否定群 肯定群
満足感 11.08 （1.30） 41.56% 58.44%
自己成長感  3.62 （0.61） 49.35% 50.65%
出典 : 後藤美恵子「ベトナム社会の特質と社会福祉の意義 ─ ベトナム高齢者福祉施設
における介護職員の仕事満足度の構造と要因分析」『東北福祉大学研究紀要』第 36巻，
p. 160, 2012.
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あるか否かを χ2検定によって比較した（表 14，15）。
「満足感」では，やりがい（p<.001），満足感（p<.001），創意工夫（p<.01），有益（p<.01），
楽しい（p<.001）において有意差が認められた。ベトナムとの共通有意項目は，やりがい，創
意工夫，魅力，楽しいであった。「生きがい感」では，やりがい（p<.01），満足感（p<.001），
魅力（p<.001），楽しい（p<.001）において有意差が認められた。「自己成長感」では，やりが
い（p<.001），満足感（p<.01），魅力（p<.01）において有意差が認められた。
V.　結論 : 考察と今後の展望
1.　仕事満足度と動機づけの関連性
就職時の現職の希望の動機づけは，やりがい，満足感，魅力，楽しいとの要素において有意な
関連が認められた。現職の動機づけが弱くても，仕事に対するやりがいや満足感を感じている一
方で，動機づけの弱さは魅力を見いだせず，楽しいという感情に負の要素を招いており，仕事に
対するやりがい，満足感と仕事内容としての魅力や楽しいことは，内面感情とは別の次元として
存在していると言える。後藤（2010）21）は，「現職の希望の強さ，つまり動機づけの強さが仕事
表 8.　仕事満足度得点 : Jp. 
n=148
mean （SD） 低群 高群
やり甲斐のある仕事だと感じますか。 2.67 （0.58） 27.70% 72.30%
満足感のある仕事だと感じますか。 2.52 （0.61） 41.89% 58.11%
創意工夫が生かせる仕事だと思いますか。 2.66 （0.50） 33.11% 66.89%
魅力のある仕事だと感じますか。 2.45 （0.63） 47.30% 52.70%
有益な仕事だと感じますか。 2.05 （0.69） 73.65% 26.35%
社会的に尊重されている仕事だと感じますか。 1.97 （0.82） 35.14% 64.86%
楽しい仕事だと感じますか。 2.35 （0.63） 56.76% 43.24%
表 9.　仕事満足度得点 : Vn.
n=77
mean （SD） 低群 高群
やり甲斐のある仕事だと感じますか。 2.58 （0.75） 25.97% 74.03%
満足感のある仕事だと感じますか。 2.68 （0.68） 20.78% 79.22%
創意工夫が生かせる仕事だと思いますか。 2.58 （0.77） 24.68% 75.32%
魅力のある仕事だと感じますか。 2.62 （0.69） 25.97% 74.03%
有益な仕事だと感じますか。 2.94 （0.30）  5.19% 94.81%
社会的に尊重されている仕事だと感じますか。 2.60 （0.71） 27.27% 72.73%
楽しい仕事だと感じますか。 2.74 （0.57） 19.48% 80.52%
出典 : 後藤美恵子「ベトナム社会の特質と社会福祉の意義 ─ ベトナム高齢者福祉施設における
介護職員の仕事満足度の構造と要因分析」『東北福祉大学研究紀要』第 36巻，p. 161, 2012.
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表 12.　仕事満足度と組織特性の比較 : Jp.
n=148
利用者本位 相談・指導体制 教育・訓練機会 意見の機会
人数（%） 人数（%） 人数（%） 人数（%）
低群 高群 p値 低群 高群 p値 低群 高群 p値 低群 高群 p値
やりがい 低群 18（12.16） 23（15.54）
*
19（12.84） 22（14.86）
**
16（10.81） 25（16.89）
n.s.
22（14.86） 19（12.84）
n.s.
高群 28（18.92） 79（53.38） 25（16.89） 82（55.41） 40（27.03） 67（45.27） 44（29.73） 63（42.57）
満足感 低群 23（15.54） 39（26.35）
n.s.
25（16.89） 37（25.00）
**
27（18.24） 35（23.65）
n.s.
31（20.95） 31（20.95）
n.s.
高群 23（15.54） 63（42.57） 19（12.84） 67（45.27） 29（19.59） 57（38.51） 35（23.65） 51（34.46）
創意工夫 低群 19（12.84） 30（20.27）
n.s.
20（13.51） 29（19.59）
*
22（14.86） 27（18.24）
n.s.
25（16.89） 24（16.22）
n.s.
高群 27（18.24） 72（48.65） 24（16.22） 75（50.68） 34（22.97） 65（43.92） 41（27.70） 58（39.19）
魅力 低群 23（15.54） 47（31.76）
n.s.
26（17.57） 44（29.73）
n.s.
25（16.89） 45（30.41）
n.s.
33（22.30） 37（25.00）
n.s.
高群 23（15.54） 55（37.16） 18（12.16） 60（40.54） 31（20.95） 47（31.76） 33（22.30） 45（30.41）
有益 低群 40（27.03） 69（46.62）
**
41（27.70） 68（45.95）
***
50（33.78） 59（39.86）
***
54（36.49） 55（37.16）
*
高群 6（4.05） 33（22.30） 3（2.03） 36（24.32） 6（4.05） 33（22.30） 12（8.11） 27（18.24）
社会的尊重 低群 15（10.14） 37（25.00）
n.s.
15（10.14） 37（25.00）
n.s.
19（12.84） 33（22.30）
n.s.
23（15.54） 29（19.59）
n.s.
高群 31（20.95） 65（43.92） 29（19.59） 67（45.27） 37（25.00） 59（39.86） 43（29.05） 53（35.81）
楽しい 低群 30（20.27） 54（36.49）
n.s.
31（20.95） 53（35.81）
*
36（24.32） 48（32.43）
n.s.
46（31.08） 38（25.68）
**
高群 16（10.81） 48（32.43） 13（8.78） 51（34.46） 20（13.51） 44（29.73） 20（13.51） 44（29.73）
χ2検定 : *p<.05，**p<.01，***p<.001，n.s. : not significant
表 10.　仕事満足度と動機づけの比較 : Jp. 
n=148
現職の希望
人数（%）
否定群 肯定群 p値
やりがい 低群 39 （26.35）  2 （1.35）
***
高群 72 （48.65） 35 （23.65）
満足感 低群 52 （35.14） 10 （6.76）
*
高群 59 （39.86） 27 （18.24）
創意工夫 低群 41 （27.70）  8 （5.41）
n.s.
高群 70 （47.30） 29 （19.59）
魅力 低群 59 （39.86） 11 （7.43）
**
高群 52 （35.14） 26 （17.57）
有益 低群 85 （57.43） 24 （16.22）
n.s.
高群 26 （17.57） 13 （8.78）
社会的尊重 低群 38 （25.68） 14 （9.46）
n.s.
高群 73 （49.32） 23 （15.54）
楽しい 低群 72 （48.65） 12 （8.11）
***
高群 39 （26.35） 25 （16.89）
χ2検定 : *p<.05, **p<.01, n.s. : not significant
表 11.　仕事満足度と動機づけの比較 : Vn. 
n=77
現職の希望
人数（%）
否定群 肯定群 p値
やりがい 低群 11 （14.29）  9 （11.69）
n.s.
高群 27 （35.06） 30 （38.96）
満足感 低群  8 （10.39）  8 （10.39）
n.s.
高群 30 （38.96） 31 （40.26）
創意工夫 低群 10 （12.99）  9 （11.69）
n.s.
高群 28 （36.36） 30 （38.96）
魅力 低群 13 （16.88）  7 （9.09）
n.s.
高群 25 （32.47） 32 （41.56）
有益 低群  3 （3.90）  1 （1.30）
n.s.
高群 35 （45.45） 38 （49.35）
社会的尊重 低群 10 （12.99） 11 （14.29）
n.s.
高群 28 （36.36） 28 （36.36）
楽しい 低群 12 （15.58）  3 （3.90）
**
高群 26 （33.77） 36 （46.75）
χ2検定 : *p<.05, **p<.01, n.s. : not significant
出典 : 後藤美恵子「ベトナム社会の特質と社会
福祉の意義 ─ ベトナム高齢者福祉施設におけ
る介護職員の仕事満足度の構造と要因分析」『東
北福祉大学研究紀要』第 36巻，p. 159, 2012.
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内容に対する満足感に影響をもたらし，同時に動機づけの弱さは仕事に対する満足感に負の作用
を派生させる結果と結びつくものである。満足感は肯定的な高齢者イメージの形成となり，さら
には肯定的な高齢者イメージはサービスの質に影響をもたらすことから，仕事に対する動機づけ
の強さは援助行動の質を高める一要因である。」と論じており，現職の動機づけと職務意識をど
のように人材養成との関連性から結びつけていくかの検討の必要性が示唆された。
我が国においては，戦後を境界線として社会の価値観が変容し，高齢者の平均寿命の伸長を含
めた人口学的変化，1947年の民法改正による家制度の廃止に伴う規範的変化，産業化・都市化
を含めた社会経済的変化などさまざまな影響を受けて核家族化が進行し，家族による老親扶養を
困難なものとした。私的介護・私的扶養の代替役割として，施設機能に外部化され，さらに高齢
者の生活を保障することを目的に介護の専門職として国家資格が 1986年に介護福祉士として誕
生した。
一方，後藤（2012）22は，従来のベトナムの家族は大家族で，老人の多くは家族と一緒に生活し，
子どもや孫が世話をしてきた。ドイモイ政策以降，近代家族とされる家族形態が広がりをみせ，
家族構造は核家族化へと移行してきたことによる社会的・外的要因によって，家族による老親扶
養を困難なものとし，私的介護・私的扶養の代替役割として，施設機能に外部化されたという社
会的な背景の結果として，職業が存在していると論考している。両国に見られる社会背景は類似
しているが，動機づけの起点が我が国の場合においては，専門職としての学問を選択することに
表 13.　仕事満足度と組織特性の比較 : Vn.
n=77
利用者本位 相談・指導体制 教育・訓練機会 意見の機会
人数（%） 人数（%） 人数（%） 人数（%）
低群 高群 p値 低群 高群 p値 低群 高群 p値 低群 高群 p値
やりがい 低群 6 （7.79） 14（18.18）
n.s.
7 （9.09） 13（16.88）
n.s.
7 （9.09） 13（16.88）
n.s.
5 （6.49） 15（19.48）
n.s.
高群 9（11.69） 48（62.34） 9（11.69） 48（62.34） 19（24.68） 38（49.35） 11（14.29） 46（59.74）
満足感 低群 3 （3.90） 13（16.88）
n.s.
5 （6.49） 11（14.29）
n.s.
4 （5.19） 12（15.58）
n.s.
3 （3.90） 13（16.88）
n.s.
高群 12（15.58） 49（63.64） 11（14.29） 50（64.94） 22（28.57） 39（50.65） 13（16.88） 48（62.34）
創意工夫 低群 9（11.69） 10（12.99）
***
8（10.39） 11（14.29）
**
8（10.39） 11（14.29）
n.s.
5 （6.49） 14（18.18）
n.s.
高群 6 （7.79） 52（67.53） 8（10.39） 50（64.94） 18（23.38） 40（51.95） 11（14.29） 47（61.04）
魅力 低群 7 （9.09） 13（16.88）
*
9（11.69） 11（14.29）
***
8（10.39） 12（15.58）
n.s.
6 （7.79） 14（18.18）
n.s.
高群 8（10.39） 49（63.64） 7 （9.09） 50（64.94） 18（23.38） 39（50.65） 10（12.99） 47（61.04）
有益 低群 7 （9.09） 13（16.88）
n.s.
3 （3.90） 1 （1.30）
*
3 （3.90） 1 （1.30）
n.s.
1 （1.30） 3 （3.90）
n.s.
高群 8（10.39） 49（63.64） 13（16.88） 60（77.92） 23（29.87） 50（64.94） 15（19.48） 58（75.32）
社会的尊重 低群 8（10.39） 13（16.88）
*
10（12.99） 11（14.29）
***
9（11.69） 12（15.58）
n.s.
7 （9.09） 14（18.18）
n.s.
高群 7 （9.09） 49（63.64） 6 （7.79） 50（64.94） 17（22.08） 39（50.65） 9（11.69） 47（61.04）
楽しい 低群 5 （6.49） 10（12.99）
n.s.
8（10.39） 7 （9.09）
***
9（11.69） 6 （7.79）
*
7 （9.09） 8（10.39）
**
高群 10（12.99） 52（67.53） 8（10.39） 54（70.13） 17（22.08） 45（58.44） 9（11.69） 53（68.83）
χ2検定 : *p<.05, **p<.01, ***p<.001, n.s. : not significant
出典 : 後藤美恵子「ベトナム社会の特質と社会福祉の意義─ベトナム高齢者福祉施設における
介護職員の仕事満足度の構造と要因分析」『東北福祉大学研究紀要』第 36巻，p. 162, 2012.
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表 15.　仕事満足度と介護肯定感の比較 : Vn.
n=77
満足感 自己成長感
人数（%） 人数（%）
否定群 肯定群 p値 否定群 肯定群 p値
やりがい 低群 13（16.88） 7（9.09）
**
12（15.58） 8（10.39）
n.s.
高群 19（24.68） 38（49.35） 26（33.77） 31（40.26）
満足感 低群 9（11.69） 7（9.09）
n.s.
9（11.69） 7（9.09）
n.s.
高群 23（29.87） 38（49.35） 29（37.66） 32（41.56）
創意工夫 低群 12（15.58） 7（9.09）
*
9（11.69） 10（12.99）
n.s.
高群 20（25.97） 38（49.35） 29（37.66） 29（37.66）
魅力 低群 16（20.78） 4（5.19）
***
13（16.88） 7（9.09）
n.s.
高群 16（20.78） 41（53.25） 25（32.47） 32（41.56）
有益 低群 4（5.19） 0（0.00）
*
4（5.19） 0（0.00）
*
高群 28（36.36） 45（58.44） 34（44.16） 39（50.65）
社会的尊重 低群 11（14.29） 10（12.99）
n.s.
11（14.29） 10（12.99）
n.s.
高群 21（27.27） 35（45.45） 27（35.06） 29（37.66）
楽しい 低群 15（19.48） 0（0.00）
***
12（15.58） 3（3.90）
**
高群 17（22.08） 45（58.44） 26（33.77） 36（46.75）
χ2検定 : *p<.05, **p<.01, ***p<.001, n.s. : not significant
出典 : 後藤美恵子「ベトナム社会の特質と社会福祉の意義 ─ ベトナム高齢者福祉施設におけ
る介護職員の仕事満足度の構造と要因分析」『東北福祉大学研究紀要』第 36巻，p. 163, 2012.
表 14.　仕事満足度と介護肯定感の比較 : Jp.
n=148
満足感 生きがい感 自己成長感
人数（%） 人数（%） 人数（%）
否定群 肯定群 p値 否定群 肯定群 p値 否定群 肯定群 p値
やりがい 低群 31（20.95） 10 （6.76）
***
33（22.30） 8 （5.41）
**
24（16.22） 17（11.49）
***
高群 40（27.03） 67 （45.27） 49（33.11） 58 （39.19） 44（29.73） 63（42.57）
満足感 低群 41（27.70） 21 （14.19）
***
44（29.73） 18 （12.16）
***
36（24.32） 26（17.57）
**
高群 30（20.27） 56 （37.84） 38（25.68） 48 （32.43） 32（21.62） 54（36.49）
創意工夫 低群 31（20.95） 18 （12.16）
**
32（21.62） 17 （11.49）
n.s.
24（16.22） 25（16.89）
n.s.
高群 40（27.03） 59 （39.86） 50（33.78） 49 （33.11） 44（29.73） 55（37.16）
魅力 低群 43（29.05） 27 （18.24）
**
53（35.81） 17 （11.49）
***
41（27.70） 29（19.59）
**
高群 28（18.92） 50 （33.78） 29（19.59） 49 （33.11） 27（18.24） 51（34.46）
有益 低群 60（40.54） 49 （33.11）
**
65（43.92） 44 （29.73）
n.s.
52（35.14） 57（38.51）
n.s.
高群 11 （7.43） 28 （18.92） 17（11.49） 22 （14.86） 16（10.81） 23（15.54）
社会的尊重 低群 26（17.57） 26 （17.57）
n.s.
28（18.92） 24 （16.22）
n.s.
26（17.57） 26（17.57）
n.s.
高群 45（30.41） 51 （34.46） 54（36.49） 42 （28.38） 42（28.38） 54（36.49）
楽しい 低群 51（34.46） 33 （23.28）
***
61（41.22） 23 （15.54）
***
42（28.38） 42（28.38）
n.s.
高群 20（13.51） 44 （29.73） 21（14.19） 43 （29.05） 26（17.57） 38（25.68）
χ2検定 : *p<.05, **p<.01, ***p<.001, n.s. : not significant
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対し，ベトナムにおいては，職業を選択する時点にあるという違いが推考される。我が国のシス
テムから概観し，専門的知識，および技術を習得することで，理論と実践との間のギャップが必
ずしも肯定的な仕事満足度に直結していないと推考されるが，職務に対する高い専門意識が基底
されている結果としての評価だと言える。
2.　仕事満足度と組織特性の関連性
対処資源としての組織特性は全体として，中立点よりわずかに肯定的な方向へ偏っていた。し
かし，ベトナムと比較して全ての項目において，肯定群の数値割合は低位であり，意見を言える
機会についての数値割合の差は 23.81%と最も大きいことは国家体制が異なる視点から射程する
ならば，我が国における組織体制は，国家体制とは別の次元での問題が措定していると推考され
る。また，次に数値割合の差が大きかった項目として，利用者本位の介護方針で 11.60%であった。
後藤（2012）23）は，介護の専門性が確立されていないベトナムの現状の中で，わが国の介護保険
の理念である「利用者本位」が根付いていることは，ベトナムにおける高齢者の存在感を意味し
ている結果であり，ドイモイ政策以前から，社会福祉施設の運営は教会や仏教による慈善や慈善
的思想という伝統を継承していたという歴史的な背景があり，伝統的な福祉思想が影響している
可能性があると論考している。我が国においては，1987年に社会福祉士および介護福祉士法に
おいて介護の専門職が国家資格として確立され，更に 2006年に出された求められる介護福祉士
像や，2007年に厚生労働省から出された介護福祉士の求められる介護の質と照らして現状を捉
え，老人福祉法第 17条第 2項に規定される人員配置の中では，本来求められる質と比較し，必
ずしも利用者本位の介護方針とは言えない現状を的確に捉えている結果であると肯定的な評価で
あると推考される。
利用者本位の介護方針は，やりがい，有益との要素において満足度の意識が高いほど有意に関
連していることが認められた。介護の目標は，利用者一人ひとりのあるべき人生，つまりは
well-beingを具現化し QOLを保障するものであることから，このような結果は，専門職として
の職務意識の表出と推考される。相談・指導体制は，やりがい，満足感，創意工夫，有益，楽し
いと有意に関連していることが認められた。施設というチームケアを遂行する上で，相談・指導
体制が組織化されていることによって，創意工夫が生かせることが，やりがいとなり，満足感，
楽しいと相乗効果を派生させ，結果として職務意識として有益だと評価する連鎖反応となってい
ると推考される。
教育・訓練は有益と有意な関連があり，自己研鑽によって知識を得ることによって，より質の
高い介護が提供されることを裏付けていると推考される。知識量は，肯定的・効果的な利用者理
解に結びつき，サービスの質の向上に影響をもたらしているという後藤（2008）24）の知見を支持
する結果であると言える。
意見を言える機会は，仕事に対して有益，楽しいと有意に働いていることが認められた。論点
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を変えて結果を捉えるならば，組織の中で意見を言える機会がないことは仕事内容の質に対して
の変容がなくルーチン化から発展せず，結果として無益であり，肯定的な気持ちに繋がらないと
推考される。介護の仕事は，直接的な人的相互作用が展開される中で，ストレスフルな仕事であ
ると捉えられている 25。ストレスは，仕事に対する意識を減退させるのみならず，組織力を低迷
させ，さらに，意識の減退や組織力の低迷は高齢者の生活に直結して生活の質の低下を招く悪循
環を生み出す。ストレス緩衝効果として，意見を言える機会をもつ組織特性は仕事満足度を高め，
高齢者の QOLを保障する一要因であると推考される。
同時に，ベトナムでは，共産党一党支配（独裁）体制下で「マルクスレーニン主義とホーチミ
ン思想」という特定のイデオロギーしか容認されず，党官僚に政治権力が集中しているのが現実
の実社会であるが，組織に対して意見を言える機会が存在している事実は，国家権力に対して国
民は弱体関係でありながらも組織としては機能しており，職務意識を高める組織の在り方が重要
な機能を果たしていると推考される。一方，我が国の組織特性は，ベトナムと比較して組織に対
しては弱体関係であることが明らかになり，国家体制とは別の次元で高齢者の QOLに寄与する
ための組織特性の検討が示唆された。
3.　仕事満足度と介護肯定感の関連性
介護肯定感は全体として中立的であったが，満足感，自己成長感は中立点よりわずかに肯定的
な方向に偏り，生きがい感は中立点よりわずかに否定的な方向に偏っていた。仕事満足度と介護
肯定感の 2因子との相関関係を比較した結果では，「満足感」においては，やりがい，満足感，
創意工夫が生かせる，魅力的な仕事，有益な仕事，楽しいとの間に有意な関連が認められ，「生
きがい感」においては，やりがい，満足感，魅力的な仕事，楽しいとの間に有意な関連が認めら
れ，「自己成長感」においては，やりがい，満足感，魅力的な仕事との間に有意な関連が認めら
れた。
利用者との関係や介護役割に対する介護肯定感としての満足感は，やりがい，満足感，創意工
夫が生かせる，魅力的な仕事，との 4つの要素において，仕事満足度の意識が高いほど有意な関
連が認められた。いずれの要素においても，分散結果から満足度と肯定感である満足感が高さは
比例関係であり，各要素の低群と肯定感の肯定群よりも各要素の高群と肯定感の否定群において，
分散の割合が多い結果は，仕事満足度の高さによって，介護肯定感に影響を及ぼしていることを
明示している。一方で，有益な仕事，楽しいにおいて有意な関連が認められたが，分散結果では
満足度と肯定感である満足感の低さが比例関係であり，有益，楽しいとの不満足感は利用者との
関係や介護に対する満足感に直結して肯定的な感情に寄与しないことが明らかになり，ベトナム
とは乖離した結果であった。やりがい，満足感，創意工夫が生かせる，魅力的な仕事との比例関
係から概観すると，専門職として介護に求められる質と現実の差の自己評価として，介護の目標
を志向する結果であると肯定的な評価として捉えられる。ベトナムにおいては，介護の明確な概
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念がなく専門職として確立していないため，専門職として志向する基準がないことから両国の差
についての説明は可能である。「病院において，患者の満足度と医師・看護師の満足度の間で正
の相関関係ないし影響を認める。」26,27）との報告を踏まえるならば，職務意識と職務内容の関係性
と介護の質との関連から検討される必要があると，新たな要因分析の視点が示唆された。
仕事に対してやりがい，満足感，魅力な仕事，楽しいと仕事満足度が高いほど，仕事に対して
自分自身の人生に対する意味と価値を見出していることは，介護は利用者の日常生活を支えるも
のであり，日常生活の積み重ねは人の人生を創造する。つまり，介護は利用者の人生を握るもの
であるという視点から概観すると，医者が患者の命を守るものであるならば，介護は人の人生を
守るものであり，我が国においては，介護に対する専門性の社会的評価は決して高くない現状に
おいて，利用者の人生を支配する介護に対する意味と価値の表出であると推考される。
また，仕事に対してやりがい，満足感，魅力的な仕事と仕事満足度の意識が高いほど，介護を
通しての自己成長感をもたらしていると有意な関連が認められ，逆説的な解釈から捉えるならば，
やりがい，満足感，魅力的な仕事の意識の低さは自己成長感に寄与していないことが明らかになっ
た。介護は利用者との直接的な関わりを媒介として，利用者の生活を形成し他者の人生に介入し
well-beingを実現し保障していくものである。また，直接的な関わりのプロセスは単方向の関係
に終始するものではなく，人的相互作用によって双方向の関係が相乗効果を生み出し，相互作用
のスパイラル効果が人間的な成長過程を辿る。つまり，対人援助サービスとしての介護の本質で
ある魅力は自己成長感に寄与し，介護の本質をもたらしていると推考される。
中野ら28,29）は，サービス生産はモノ生産と異なり，生産過程に利用者が直接参加しおり，それ
を提供する介護者と利用者との間で直接の人的相互作用が展開されている。そして，介護者の満
足や行動が，提供するサービスの質の評価において重要な役割を果たすため，介護者の職務に対
する満足度は重要なものと論じ，哲学者であるミルトン・メイヤロフ30）は，ケアの本質について，
「一人の人格をケアすることは最も深い意味で，その人が成長すること，自己実現を助けること
である。ケアによってケアされる人が自己実現に向かうばかりでなく，ケアする人も変化し，成
長を遂げる。」との知見は，筆者の結論を支持するものだと言える。さらに専門教育によって介
護の質が保障されることは利用者，介護者の双方にとって，生活の質の向上に寄与すると推考さ
れ，ベトナムにおいて専門教育を導入することの意義と価値を意味していると言える。
4.　今後の展望
ベトナムでは，1986年の「ドイモイ（Doi Moi : 刷新）」政策採択以降，経済成長率は飛躍的
な発展を遂げ，都市部から経済的活況をもたらした。ドイモイ政策は，「貧しさを分かち合う社
会主義」から「豊かさをもたらす社会主義」への政策転換であった。一方，国連開発計画（UNDP）
によれば，ベトナムでは 1990年以降の経済成長によって，都市と農村・山間部の所得格差が 2
倍以上に拡大し31），都市と農村の格差，地域および地域内格差を派生させた。ベトナム経済のパ
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ラダイム転換は，国民生活に社会的変化，価値体系の変容をもたらし，社会主義を基盤とした社
会体制が衰退化した。社会の基礎的単位としての家族機能は，「伝統的な」儒教思想に支えられ
た家族制度から，社会的近代化に伴って個人主義を中心とした価値意識によって，家族機能が変
化し社会的病理現象を生起させる一要因となった。まさに，ベトナムは家族が社会生活全般を形
成し，社会を構成する基礎単位である家族は，社会の動向に影響を受けている。
東條（1987）32）は，「敗戦を境にして社会の価値観は大きく変わり，憲法および民法の改正や
その後の社会の産業化・都市化，また，出生率の低下といったさまざまな影響を受けて核家族化
が進行し，子世代の同居による老親扶養を困難なものにしてきている。扶養のあり方に対しては，
もちろんそうした社会的・外的要因だけでなく，扶養する世代および扶養される世代の意識や価
値観といったものも当然影響している。」と論じ，さらに反映現象として東條（1987）は，「これ
まで介護の主たる担い手であった女性の就労増加，さらには長寿社会になったことで介護者自身
は高年齢化していることも影響しており，そうした要因が家族・親族による老親の私的介護・私
的扶養をより困難なものとし，施設ケアに対するニードを高めていると考えられている。」と社
会変動の関係性から高齢者問題を射程している。このようなことをベトナム社会に当てはめて描
写するならば，今後のベトナムの高齢者対策としての人材育成・養成は必然的な政策課題と言え
る。
介護職員の職務意識は専門職意識によって影響を受けていることを踏まえ，ベトナムの社会的，
文化的背景を機軸に伝統と近代との融合の観点から専門職の人材育成・養成としての専門教育の
検討が必然的な課題であることが示唆された。一方，専門職の養成は単に専門教育，資格を目的
とするものではなく，高齢者の well-beingを保障するために必要不可欠なものであることを強調
する。
「ベトナムの民衆は，魚が海に生きるように，そして歌謡（音楽を伴わない）の世界に生きて
おり，これらの源とする彼らの人生は前向きな精神に溢れている。」33）という諺。伝統的なベト
ナム人の前向きな精神を永続的なものとして，豊かさを実現するための社会保障システムを構築
することが今後の研究課題である。
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